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じゅういち

月
がつ

のミニ
み に

情 報
じょうほう

 

 
日本
にほん

のいま 

～フリーペーパー
ふ り ー ぺ ー ぱ ー

～ 

「フリーペーパー
ふ り ー ぺ ー ぱ ー

」という言葉
ことば

は和製
わせい

英語
えいご

ですが、広 告 収 入
こうこくしゅうにゅう

を元
もと

に製作
せいさく

され無料
むりょう

で配布
はいふ

される印刷物
いんさつぶつ

のことを言
い

います。

新聞
しんぶん

の戸別
こべつ

配達
はいたつ

が発達
はったつ

している日本
にほん

では、以前
いぜん

から新聞
しんぶん

といっしょにフリ
ふ り

ー
ー

ペ
ぺ

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

を配達
はいたつ

することがさかんでした。ま

たそれ以外
いがい

に飲 食 店
いんしょくてん

などのお店
みせ

や駅
えき

などにもフリ
ふ り

ー
ー

ペ
ぺ

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

が置
お

かれていましたが、2000
に せ ん

年頃
ねんごろ

から急 激
きゅうげき

にこの街角
まちかど

に置
お

かれるフリ
ふ り

ーペーパー
ー ぺ ー ぱ ー

が増
ふ

え、専用
せんよう

のラック
ら っ く

をたくさん見
み

かけるようになりました。 

この増加
ぞうか

のきっかけには、インタ
い ん た

ー
ー

ネット
ね っ と

の普及
ふきゅう

もあって有 料
ゆうりょう

である新聞
しんぶん

や雑誌
ざっし

の購読者
こうどくしゃ

が減
へ

り、広告
こうこく

を出
だ

す側
がわ

にとっ

てたくさんの人
ひと

が手
て

に取
と

るフリ
ふ り

ー
ー

ペ
ぺ

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

に広告
こうこく

を出
だ

した方
ほう

がよりメリット
め り っ と

が高
たか

まったことがあります。 

フリ
ふ り

ー
ー

ペ
ぺ

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

はもちろん広告
こうこく

がペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

の 殆
ほとん

どを占
し

めているのですが、最近
さいきん

では「ホント
ほ ん と

にタダ
た だ

？」と思
おも

うような立派
りっぱ

な

雑誌
ざっし

タイプ
た い ぷ

のフリ
ふ り

ー
ー

ペ
ぺ

ーパー
ー ぱ ー

が増
ふ

えていて、地域限定
ちいきげんてい

のお役
やく

立
だ

ち情 報
じょうほう

など、中身
なかみ

もとても充 実
じゅうじつ

しています。 
 

Today’s Japan 
Furii Peepaa (Free Papers) 
“Furii peepaa” is a “Japanese English” term, and refers to printed publications whose costs are covered by advertising revenue, and 
which are distributed for free. 
Japan has a well-developed system of home newspaper deliveries, and free papers have been delivered together with newspapers for a 
long time. Free papers are also placed in restaurants, bars, and other commercial establishments, and in stations. From about 2000, 
there was a rapid increase in free papers being offered on the streets, and you will often see special racks for them. 
A decline in the number of purchasers of newspapers and magazines, in part due to the spread of the Internet, was behind this surge in 
the number of free papers. Advertisers decided that there was more merit for them in advertising in free papers, which were available to 
a large audience. 
Of course, most of the pages of free papers are taken up with advertising. Recently, however, we have seen an increase in the number of 
more impressive magazine-style free papers, which are so good that you even wonder “Is this really free?” These free papers have a lot of 
quality content, including useful information for specific areas. 
 

ことばの歳時記
さ い じ き

 
～かさかさ～ 

日本
にほん

では、紅葉
こうよう

の季節
きせつ

になると紅葉
こうよう

を見物
けんぶつ

する秋
あき

の行楽
こうらく

、もみじ狩
が

りに出
で

かける人
ひと

が多
おお

くいて、春
はる

の花見
はなみ

と同様
どうよう

に

日本人
にほんじん

の好
この

む行楽
こうらく

のひとつでもあります。 

東 京
とうきょう

の神宮外苑
じんぐうがいえん

のいちょう並木
なみき

は大 正
たいしょう

１２
じゅうに

（ 1 9 2 3
せんきゅうひゃくにじゅうさん

）年
ねん

に造
つく

られ、現在
げんざい

はオシャレスポット
お し ゃ れ す ぽ っ と

としてドラマ
ど ら ま

などにも登 場
とうじょう

します。秋
あき

、左右
さゆう

の歩道脇
ほどうわき

に植
う

えられた１４６本のいちょうはまるで黄金
おうごん

の長
なが

いアーチ
あ ー ち

のようで、歩
ある

くたびに

足下
あしもと

ではいちょうの落
お

ち葉
ば

が『かさかさ』と音
おと

をたて心
ここ

地
ち

よく、並木
なみき

のその向
むこ

う正 面
じょうめん

には絵画館
かいがかん

が見
み

え、見事
みごと

な構図
こうず

を作
つく

り

上
あ

げています。 

「かさかさ」とは、「落
お

ち葉
ば

がかさかさと鳴
な

る」など乾
かわ

いた物
もの

どうしが触
ふ

れ合
あ

う音
おと

を 表
あらわ

すのと同時
どうじ

に、「（冬
ふゆ

の）寒
さむ

さと（空気
くうき

の）乾燥
かんそう

で肌
はだ

がかさかさする」などとも使
つか

います。 

昼夜
ちゅうや

の温度差
おんどさ

がだんだんと大
おお

きくなり、野
の

の草
くさ

には露
つゆ

がおりはじめ、色付
いろづ

いた葉
は

が散
ち

りはじめると、秋
あき

も終
お

わりに近
ちか

づ

きます。 

冬服
ふゆふく

の準備
じゅんび

、暖房
だんぼう

の準備
じゅんび

などなど、そろそろ冬支度
ふゆじたく

の季節
きせつ

ですね。 
 

A Calendar of Words  
Kasa kasa (Rustle, make a rustling sound) 
In Japan, when the fall comes and the leaves turn red and yellow, a lot of people go on pleasant trips and outings to engage in momijigari, 
or looking at the fall leaves. Similarly to hanami in spring, this is a type of outing enjoyed by many Japanese people. 
The rows of ginkgo trees in the outer garden of Meiji Jingu Shrine in Tokyo were planted in 1923. Today the garden is such a beautiful 
area that it is often used as a backdrop for scenes in TV dramas and the like. In the fall, the 146 ginkgo trees planted on each side of the 
path seem to form a long golden arch, and as you walk along, the fallen ginkgo leaves make a pleasant kasa kasa (rustling) sound. An art 
gallery can be seen at the entrance to the path, forming a lovely composition. 
Kasa kasa is used to describe the sound made when dry things rub against each other, for example “Ochiba ga kasa kasa to naru” (“Dry 
leaves rustle together”). Kasa kasa can also be used to describe someone’s skin becoming dry, e.g., “(Fuyu no) samusa to (kuuki no) kanso 
de hada ga kasa kasa suru” (“The (winter) cold and the dryness (of the air) make one’s skin dry”). 
As the difference in temperature between day and night gradually becomes greater, and dew begins to appear on the plants and the 
colored leaves scatter, fall approaches its end. 
It will soon be time to get our winter clothes and our heaters ready, and to prepare for winter.  




